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-､春JlJ,S首先生の蓮層 を廟 して FJ'
ヽ

∫

執り息吉先生に華昭和22年2月′19日＼を以てめせ

tたく退屈あ賀の日を迎k/られた､･ I

先生は明治20年2月18日雪深､くうづもれた北陸

I,0-,山村新潟聯中魚沼郡中佐柑西枯木叉に産れら

れた･,/家は古 くから代々そq)地で農を営まれてお

ーb･父君も亦妄うで奉った･その地の小寧校に学

ばれた先生は更に小千谷に新しく開設された中堅

,校に進まれた･尭生の示された孜群の成銃は更に

上級等痕 唇音適 を発生に進ませたのせぁ畠･
本質に笈を負って清水峠を等位ばきで越えて東京1
･に出られた先生は明治40年に一高へ入られた:更

に同校を卒えBJれて東京帝国大挙忠科大挙の盈学

料-と進まれた･大正2年大笹を御卒業後は大挙 ､

院にあって鹿々木息吹部将j;の下で約2年間にわ

た■って良薬昆虫撃を専攻された･大正4年10月間

山林倉敷や大原奨琴含む良等研究所が創設さ.れる

やその昆虫部の主任として赴任されたのであ予･

常時の吾が団の慮用昆虫撃界は昆虫分類嬰的奉

仕泰がその大牛をしめていh-･然し先生の仕事は

そのよう'な方向には向けられなかった.急襲昆虫

笹の立場から考えるならば,分課笹よりももつと

力を入れねばならない方面が多分.にある'吾々とI
.､しては更に突進すべき別の方向があ右と考えられ

た先生の御仕事は,早ら他の人々と簸る所があっ

た･､梨姫心喰虫 I･aspeyrcsi_amolcsta･I.上郷菜蜂

Eriocampoidesa:atsluiotonis,梨蜜蜂 Hoplo･

C血 pa'申ndta など壷要な果樹書虫の生活史に Ll

ついて次々と研究を望表された･生態的の面の舞､

常に籍やゝつた菅が甲の廠用昆虫笹界に新しい研究

の回を示し一つの韓磯を作るものであった･

奉正9年よ一り大正平年まで約2年余にわたって

先生は節米k留笹されたこ'7メ7)考にあってはイ･∫

iy_ノ木場 の S̀heuord教授の下にあ?て特に町

物生態串について研究を碩生れた･常時のShelford..

の研究塁で牢Vllゎゆ●るチンチペッグ･Blis8uSleu-ノ ノJ■t▲l

J′
copteru苧_の賛助生愚挙的の研究が弟々と進めら

■ ヽ
れていたので挙る･こ1に於Vl.て先生め得られた

･質験生簡撃的の研究方法はその後に砕ける党筆のI
研究の方向をしっか りと定めてしまった様に息b.i

.れる･7jT)カより更にイギ.)ス,くドイツ等のヨ

TPツ,,.各国を頭ねて,各地の昆虫の研究機関をヽ
-観察された･

御厨朝後の先生の碍癒されたことは'卜欧米の昆

虫畢界に政べて吾が国では特に生態的の研究が欠

けている事で′発生が ｢昆虫の生態｣】と言う､停電

的な綜詮を撃にされた原因はそれであろう･ ‥
'大正14年に笥表された梨姫心喰虫に関する研究

嘩 生の撃愉 文であり,軸 をあ た.ものであ:
る､･その中でも姫心喰虫の塾青と束温と.Q関係を

横罫温匪｣定詮の見地から諭ぜられたものは発生

のかような研究の第⊥歩として見る時は興味が探l

い･常時このよう細 論的中研究のまi,たく.なか

った書が団の悪用昆虫畢界に-の指針を輿えたも-

1ので紬 , 現在の琴虫蚤喝 の予如 B協 はT

l

I
の理論的基礎をさこに求め,ていると見るバ●をであ

る･与Or仕事に堕したいわゆる質除生態劉 勺の研`∫

･究は,･その後蘭実時､Tbmo聖thusjuncivoruS･

･桓蝿 Hylcmyiacilicrura,.二化映虫.C叫losim-＼

Flex,朝凪ガガンボ Tilpulaチino,奔放 Sito-

trpgacereareLLaなどの諸寄虫に及んだ･これら∫ ,
の中二化瞬虫の生態撃的研究は先生の特にカを入/

れられたもので'敬育速度'.羽化不奔-の原因,

鮎 守成の勤 などの諸問題の脚 に努力は らフ
われた･その楼息密度につりての研究は麿用的に

居 っても昏虫哉生予察め上に畢重革資料が典えら

れたJ点兄のがされない■ものであるが,動物生態笹

の上から言っても非常にすぐかたものであった･･､

これに封しては日本畢術協魯文を受けられトまた .

欧米の畢界からもすぐれた菜頃として高く評供さ

れた･ ･ 1 1
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やゝように党生の仕事は主として啓虫の生活史,I

生 恩の緬 に力がそそがれたのであるが･究際 .､.
･駒の青虫駆除の両をも決して忘れられた冨寄せはな ∴

い･呑そ羊にも発生の大きな業故のあとをうかが 一

うことが出来やのである･.ややとも仰 げ.Tf際吟 .I

流れて●しま心 ,Ⅱ鈴的な田の必要性を忘れがちな

J方田に封して孤舘的研究の必要を示されたのは界′

生の御仕事であった･､帝酸ガス燥茶'石衣硫黄合

剤の研究,､=化映虫浸水駆除の問題などは若き日.

め先生が熱情をかたむけられた仕事であb.,､,1,チ

ヒ1)ノキの殺虫効果,ク.p-ルビク7)ン焼茶の間

臥 乾勲による変蛾の車除みどは後年の大きな御a
労作である･

京琴大学にはそれ畠でも2回にわたbて講師と

して畏莞昆虫如 っりて講義をされたのであも如∴一

喝桝 1年には教授と十て赴任せられた･その後,
後進の指弔.PC布念される傍'̀次々と研究の歩を進 一

･められた･キスヂノミ:̂ や㌢Phyllotreta-'vittah
の生活史,その耐蛮性,食性などの研究'セ汐T' ･

サンカ Sogotafurcifcra 及び TJビイ77ウン'h＼

yilaParVataOryZaeの生態に関する研究'貯袈

昏虫の煉茶剤に関する基礎的の研究などを次々と∫
. ､ ､ 卜

を偉大ならしめている

行われた･･ ‥ .

顧 ロ12年に京都大串内に防虫科挙研究所やミ設立 .,I

されるやその由串となられ,研究の指導を援助さ

れ'またその敬展に大き､なカを轟されたのである･
･,*JH放生は現在の書が国の生んだ最も卓越した

庖t'用昆虫笹者である･その虚勢な研究心,するtZI/

vILかも正確緬 察力,中平函 断力,そ好らの ･～
科挙者として持つべきあらゆ早佳作牢粂ね持たkTJ/･- 1
た先生は最も秀でた科挙者の一人でも参る･その ､

やさしい御心'気高い御小梅,･.それら.嘩更rc党生J_-._._tIー l

発生は京都大笹を定年rFて御逸官後先生甲声2

9故郷とも曽5.べき倉敷起近い岡山願高吟の岡山

畏莞将門笹校長とトて'-創設日なお浅い同校の畿

展にそのカを専ら纏 叩 ておられ去･琴時甲V l

ためて.bられた御体も'':今や齢を新にせもれ亨香iZI

に倍するように御元気で挙る:.

すぐ<ての発生を知る人に代つ七;否すべての昆
虫に関心をもつ^太を代表して,私はここに先生

の御健駿ならんことを心より折るものであも.
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contribution of Professor ChukichiJIARtl血wAtO-economicentomology･､BoEyu-

r/ l
Kagaku 10.' 4-8 , 1948･

- ■■■--P

lL1 I
春 川 忠 言 先 生 御 業 蹟 日銀一･ヽ. , ` .

/

i･畢遡雛 展示 2;3あ蓮如 ･･･(八木由 と兵曹)轡 鞘 串 4,94-10'0･/184-186(i917)
2i･UbcrdieLeh･ensヰeise､desPfirsichtriebbohrers,LaspeyresiamdlestaBusck'･Ⅰ.lB.'0.,

Ⅰ･L･F･*一1･･1声1-170:(1917)もOV'ithN･YaLgi) /
8.･青酸瓦斯焼串に於ける雫化加里と硫酸とゐ融合たっいて･病虫朝 巨誌･-5,105-111∴(.1918)I
･4･･梨姫心喰牢に就いて･琴撃講演集･11･亨戸 871t(p18) ,ー､､

6･OntheLife･history.andhabitsof,apeachlcaf･mincr'Ornixsp･∴B･0･Ⅰ･L･F･I,･

325-333･.(191.8) ･ヽ ㌔I ,
6:Theserpentinclleaf･'riineipfthepeach,aspccicsofrLyonctia･ー BfO.I.ZJこF･1,

3甲-848･(1918)I

I 87..慧 芸≡霊ニ::.霊宝sF##監 ･,6,''147二 ;.I(';9921:,'. (,II

/9･梨姫心嘘虫･(桃心折虫)呼関する研弥 屑 菌青虫尭軌 7-;9-74･.(1920)/

JlP･二化咲虫浸水駆除法･員撃合報･野o･213,台35187?･(1920) .
11･石衣硫黄合剤に就いてて病虫等雑誌,T･947一252,312-823,885-889,451-や9･..(1920) .-
1?･■桃の穿英虫 (えかきむし)･･畏撃講涙集･､2,111-118:(1920)̀■

･3･Control.,･ng･.thericc･bof16r(Ch5LoBi-i.e立)bysub9ergence･FB:0･I:.L:F･:.{t
･699-628･(1920) ; ' '-/

14'･Sthdi占sl0nlime･sulphur血 Xture･13･0･.Ⅰ･T!･F･'2/1ニ20･(1921)･｣I
15･Studiestonthepeach8aW･fLy,■Eriocampl)idcs/､mat5umOtOnisMatSumtlra.B.0:r.tJ_.F.I

2,_I)i-46･t(1921)

16･甘血防除剤について･盈畢講演集,3,'150-178･(1922) ′ ノ 'ヽ
,117.Preliminary reportoかthe-toxicity.of:C-olloidaLsuLplmrtoflLsh･Proc･Ah-cr･Fish.

Soc.,219-224･(1922) / ●

-1畠･梨娘心喰虫に就いて (第守報)･盈畢魯報,No･252,749-757･(1923).I

19･Secondnoteso也一theoriらniaL.peachh;oth･'I･a甲eyre,SュamOlestaB-a;ck･B･0･H J･F･､

2,235-258･(1928) ⊥

20･米国庖用夢虫撃界の概況･柄虫等琴誌,ll':a-17∴(1924)-

I21･昆虫あ生触 らいて (1)･豊撃研東,6,'7971'00:(1924),:/

･≡;.'慧票 .Knot:e{濃 等 dfN:12ehi芸 1諾 £̀ ?fB:y':.

､Il･0.･Ⅰ･L･F･,2,505⊥519:(1924)
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IIoplocampaminutaChrist･

24･本邦産葉蜂8位の畢名に就きて･動物畢噂話,3T,89-41･(1925)

26･:昆虫㌫生態につい壱 (9)･･嘩 研究･T･.P1-162･(1925)′
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26･青酸革新煉蒸法に於ける内容郎 十非法牢つき七･病虫野 依 /12,863-369･(19t25)

?7･̀梨姫心境虫に関するmgE･･- 出発研究繭 別報告第8耽･1,-1i3･(19守)′ ′
28･′梨娘心喰虫の研究 (第4報)･大群畏菜研究所特別報告第8耽,115-157･(1925)I.

･ 29･栢甲離 産する牒 蜂の･1柾に甲 て 僻 卿 ･柄色毎 誌･.2;42:8-i32･(】品5)●一･
80.･再び青酸瓦斯旅茶の円容研計非法に就きて･柄虫苛邦語'12'487-489･(1925). 'tメ
S1'.studiesonthcrush18aW･fly,'Tomos'tcthilSjuもcisusRoliwcr.B.0.Ⅰ.Ll.･F.,5,

_521-545.(1925) ′ _.I

32･､昆虫の生感について (8)･農学研究'8,93-122･(1926) l

83･再び映虫浸水駆除法に就いて･畏撃合報,No･282,191-198･ (1926)I I
84･･Submergcnce･asa占on'trolmeasure:fortherice･borcr･･ChiloBl'mpIcxIlutldr･B･0･I･

B詫 ㌫ 芸 志:-bl14t .'-;9;6LL去,N｡.郷 129,__1417.(1927, ､

86･生嘩笹的見地より見たる日本の昆虫相･怨即 f究,16,1-23･.(1927)1

37･梨姫心境虫に封する硫酸ミコチンの効果,(近藤三.9陀 共著) 盈畢研究,111,65-72･(1927).I

38.Studie占dntheto立icityoflimc･sulphcr'mixture.B1.0.I.L.F.,3,879T404.(1927) 千/

め.青酸瓦斯焼落法恐達の郎 E･鳥取農畢食掛'1,fアト 183･′(i928) -

40･磯英蜂め冬眠.昆虫,2,･229-234, (1928)' , 1'′

41て東砂か喰虫の函究 く那 鞘,史学研究,12,61-93･(ユ928)一 ･.

42･間葉蜂の研究.(第2報),(近藤三郎と共著)袋業及図番'岳,1131-1188･･(1928)-●

I43･/梨の大敵梨娘心喰虫の経過習性に就きて･大日本見合報,No･576,.66⊥65･,No･577,36｣81･

∫∫(1928)

4,95-101･ (1929)

･l J /~
44･蘭莱蜂a)研究 (第3報)･盟撃研究'̂13,290-319･ (1929) ′

/'45･､稜蝿に就いて (預gO･麿用動物挙雑誌,1･90-94: (192か

46･捜蝿の経過習性に就い七･･京城盟撃関係語畢魯聯合大食講洪集,5091516･､(19甲)-■一

I4_7･JFclat主onof･tcmpcra.turd totheや oTth.･oftheoriental･pea6hmoth.･∴Ⅰ･ B･_0･I･L･
F･4,･67-94･ (1929) /

･4'8･Furthernotesontheruth岳aW･fly,TomostcthusjuncivorusRdhwer･､B.0.I.L.F.

49･S3tidicsontherllSh･8aW･fly･ⅠⅠⅠ･＼RelatiollOftemperature,to thedcvclopmcntl0f

therushSaW･fly･B･0･I･L･F･･､4,1811198･′(1929).OVithS･ⅩoTdP)II

､60･E種掘 (Hylemyia/cilicruraRondani)に就いて (近藤三郎と共著)･出撃研究'14,449-469･

(1930)̀ I ＼

I≡;:讐 冨誓 言芸芸左悪書警 芸芸諾 4琵:1喜1193;'47..(1930, ''L＼

53･蘭の昏虫オホオスグp---'チ･(I)olcrushr_ukall-ai･W atcrston)に就き七･,.,(熊代三郎と共

著)出即 拭 ･L15,148.-173･(1939)/ ･ , ト

54･Ⅷ粟蜂の研究 (第4報), (熊代三郎と･共著)4史学研究･16･-187二164･･(1930)＼
65.梨皮瀞虫の生活史にらきて (熊代三相と共著)･,畏畢研免,16,1651195'ト (1930)一
66･StudiesontherushBaW･fly･IV･Effectoftemperature.uponthecocoon_period,of

thムfu中 alw･fLy･Timostcthugj皿CiToruS･.Ro.hwei.:B･､0･I･L･F･I1･'-･295i i8･.(1930)
ド ･くlVithS･Kondo) ! ●

67･Studies-on thesced･cornmaggot,,･ⅡylemyiacilicrllraRondahiinJapan･Ⅰ.Onthe
､J ● . ■ l
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1sea.sPnarlife廟 Ieandhbit頼 the.seedt･corn望 got･′B:Q･r･ち･F･･4,371-382･き
(1930)(With,苧･X_umashiro) ､IEt卜 ● 言 ! .∫ I

68･Onthepear-barkmincr,Acrocercopsast血uroteaMeyrick.I.一札0.I.IJ.F.,4/E476

-494･(1930)(WithS･1;u甲aShiro) ～● 1 .-I59･Onlthebionomicsofthelargerblack･malcsaw･fly,I)olerusharukawaiWaterstoふ.

i B･0.1･L･F･,4,495-509.(1930)Ⅳ ithS･Eumashirム) /I

60･人ナヒ7)ノキの殺虫効果につきて･･病虫等雑誌'､18'293-301･-(1931)I､I
61･二化瞬虫の生態学的研究第 1報 (高戸青巨-'熊代三郎と共著)1 盈撃研究,1T,125r163･

-(1931) し

62･=化映虫の生態笹的研究･第2報 (高声音E-,熊代三郎と共著) ･盈畢研究,17,165-1由･

(1931) ＼

/68･,Tl'.ミミ､ズ馳 剤としての-示 リL)キの効果わ 註 (第1報)､.良師 罪,P,.18L 200∴

ヽ

(193,), 工J仁 ､ ,∫
64･,A7)ミミ･ズに封する-ナヒリノキの殺虫効果に就きて･臆用動物撃雑誌'3'215-216･/(1931)I

･65･Studieso_a th e'rice･borerlthilo血 plexJ3ut▲er･Ⅰ･ Ontheprolm gedcmcrg車I
pcriodofthemothinspring･B_:0･IJJ･F･-5'177-207･ (1931)(WithR･TakAtO/

aムd良.Run)a8hiro)

66･Studiesonthe･ricc･borcr･FhilosimplexyButler･ⅠIIEffectofconstanttenp叫 ur o

- 'pLonthedevebpment･Jof.th･eiic'&borcr:B･0･Ⅰ･LF･･;I209｢220･(1;31)
/ (withR･Takatoand･S･Eu甲aShiro) 了

67･瞳蝿に就いて第哨 (高戸龍一･熊代三郎と共著)･畏寧研究'18'＼863-402こく1982)

68.ノユリミミズ駆除剤としての人妄ヒ.Jノキの効果に就きて (第普報).長撃研究,＼相,403-414.

＼ t(1932)

69･-I)ミミズに封する2-3の薬剤の毒力に就いて.､真畢研究,18,415†431･(1932) ,

70･天候及束候と昆虫との関係･窮虫曹雑誌'19;78-79,142-147･字27-2311(1932) 卜∫_.

71･梨皮潜虫の生活史及び共の防除法に就Vl,て･農業及国葬'T'1407-14201,(1932)､1ー

72･烈皮潜虫に就きて (第2報)･-(熊代亭郎と共著)良畢研究･19,246-261･(1982)
78･紐姐に就いて第8報 (高j:龍一,熊fe三郎と共著)畠畢研究,19'262-808･(1932)･i)
74･Ontl】epcar･barkminer,AcrocercopSaStaurOtaMeyrick･ⅠⅠ･B.0.Ⅰ.L.F.,5,

801-31q･l(1時 )＼Ⅳ ithby･Ⅹふ ashiro). l'y!一ヽ

76･Onthetoxicactionof牢apahiri･nひkiandits如 IicationforthecontrolofYuri･1

mimizu･B･0･Ⅰ･L･F･,5'811-824･(19_32) L
L∴ 76/The'.toxicactionof＼eertainchemicals0Zl･aquaticoligbchAetes･

壷 烏 56･(1933) ＼J ､ ′へ ､ I･ 1

77･Studies､ontheseed-corzlmaggOt･ⅠⅠ･B･0･Ⅰ･LLF･･5･457ニ478･･(‡983) (WithR･･ l

I C ･'JlakTtoandS･Eu?.ash.iroi ･′~ i

㌔/
B;0･Ⅰ拝 ･F.,5;

78･-1)ミミズ駆除剤としての隼石衣 ･長峯研究も20･811-319･(1933)｣

79･種蝿成虫誘殺試験の成績･鼠用動物撃難語,5･118-116･(1933) ∴∫ ■ I
BO∴粗蝿に就きて,第4報 (高戸龍一.′熊代三郎と共著)･盈畢研究,.21,22-9-Bi59･(1938)

sl.兜娘心喰虫壷 究.(第6'#).盈畢研究,21,260-･269.(1983) L･ I

B2.St占di｡S′｡n theseedcorn maggot.ⅠⅠⅠ. -On'themethodofcotltrOlofthe･sccdcornl
∴ maggot･B.0.Ⅰ.I..F.,6,8a-11ト (1938)(WithR..TakaioandS.Eumashiro).1l ･ . t-L
8 1

● / lJ
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1
83･タt2-ルビク.)ン煤茶に関する2,8P問題Kt鹿きて･柄虫督戦誌,21,7-10,871191･(1934)

81･加熱によっ七穿蛾を駆除すること可能なりや･袋茸及固執 9,･･451一撃8･＼く1934) ,∫

1 85･L穿蛾騒除法として?乾熱O-効果第1払 (熊代三郎と共著)･丑寧研究,22,269LB89･(1934)

､･･86･.1クp-んビクリシ煉茶に関する2,3の問題rcl就きて･腰 部 f究･r22･,,3甲-8.62･(1934) ∴

87･一二化吹出の生態劉 勺研究那 敵'偶 戸雷E-,熊代三郎と共著).･出撃研究∴23,-.17147･■(1934)

由.studiesont本もBCCdcornmagglot.IV.B.0.･Ⅰ.L F.,6.,I219二2弧 (1934) (WithR.

TakAtOAndS..Xumashiro)

89･HeataSameansOfcontrollingt.heaDgOumOl.らgr仙Ilmoth･i･ B.0.Ⅰ.-L･F･,-6 , ･

.893-406･(19両 (WithSRumaBtiiro)'.. '

90.Studi由･onfdmigation品 h､chloropicl･in∴B.0.Ⅰ.L.F.,6,407-430.(1934)

･(,withs普車 hfro) I I- . ト
91･.クpr-ルビ,ク..)ン煙幕わ種子の奄芽カに及′ぽす影響･屑 虫管雑誌,22･6-15･(1935)

～.92･'9･･ロールビク9-)煙幕法に就きて･(熊代三郎と共著)l盛挙研究,124,1⊥36..(1935)

93.二化映虫d棲息密度に鹿きて･月本即 朽協合報,BT,10,179-183･I(1935) .

･94･二化妖虫越冬虫の蟹首と水分,(東戸龍一･.熊代三郎と共著)･Rat:用動物笹雑誌･･7,1'08-二log(
- .(1935) † ､∫

95.越冬=化塀虫羽化の不許一を釆たす原因･動物畢雑誌,47,489-吉od.(1935)一･ ･..
96.容蛾に儲いて!畏業及図熟 10,2053-2059:(193の.

I ■

97･肇作丘塀卦 畏菜と躍れ 2,11759-1767･(1935) _I.

98･J=毎 虫のA:* 的研究第4報･'-(声戸罷工 離 三郎と共著)･騨 楓 25･179-1!4･(1935)･
991二化瞬虫の生態笹的研究第5報･(革戸夢巨-'熊代三郎と共著)･盈撃研究,25,㌧155｣179･(1935)I ′ . ､: ､
100･穿蛾防除法としての革熱の効痕 (第2報)･加熱由に放ける変の温度の上昇速度･ 畏笹研究,I

25,180⊥194･(1935)J ･ ,I ' '

loll･Studics'on.therice･borer･ⅠⅠⅠ･OnJth?populationdensityoftherice･borer･B･0こⅠ･

､ L.F.,/T,lJ97.(19お)With-1tTakntoandS･Eumashi,o)
102･ 儲新規飽和液に依る洩皮調節法の効hrn<･庶用動物撃雑誌'8L48-54･ (1936)-

103･=化塀虫に就いて･-畏菜,No.663,1⊥10;No.664,16-23.(1936)

104.二イセ顔由の重爆劉 勺研兎 (第6報)憤 寧研究,26,:40｣ 425. (1936) .一一＼▼

105･穿蛾に就いて第1報 (熊代三郎と共著)･畏撃研究,こ26,42'6-44.8･､(1936))

106･周 の切岨Vt就いて第 1報 (熊代三郎と共著)･裳畢研究,26,449-490･I(1936)
107.稗の切姐の繁殖に封する外由佳件の影熟 慮用動物撃雑誌,8,182丁-183.･(1936)

1甲･Studies',oi-thrice･bore,rl･ⅠⅤ･13･Q.Ⅰ･L･F･;7･PJi9-:q56･･(1936)･.I(With~､R･Taknto:L]
血d S･Ⅹ甲 aShiro) ､

109･Studicslonth､rice･bdr占r･V･Il.t)･I･L･i.･,7,257-271･(1936)(Wi払 R.Ta'lkato.and･■ヽ
S.TIumashiro)-

110･偶感･柄虫苛碓誌,23,●6-8･:I(1936) /● ′一

､ ･111･穿蛾瓢漁浸きしての乾勲の効私 如 報 (碍代三甲と共著),濁 畢研究,27,72-88･(1937)
112･群の切虹に就いて,節.1報切姐の教育と外国株件との開院 (鹿代三郎と共著).凸笹研究,2T,

1 113ぷ 霊 芸芸誌)､24,8_10._(1｡8｡ : ､ ′_/
114･鹿の97姐に就tiLて,第8牧田の切姐の駆除乾 く預報)チ (熊代三郎と共著) 凸畢研究,28,

U I
dI

ノ

tlO5-332･.(1937)
＼＼＼
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116･.､生理 ･生態撃的研究と鷹用昆虫学･･植物及動物,6'･2.79-284/(1938)

116･=化咲虫に作用する環境抵抗･農業及図番,1竿'788-7弘 (1938)j

117･･穿蛾VtD'vlて東軍滞 ,,(熊代三郎と華菅).畠畢研究,r29,ノ1-44･･(1988)

118･･凝蛾に関する賃験ノ(講演要旨)'･感用動物撃雑誌,､10,127⊥130･-'(1988) /

ti

:ol::I_笠芸器 芸慧芸量孟慧 苧志望碧 雲,豊 三;主よ19/38) :十 ･･
121,Studies'ontllClifehJ'storya'ndbionomics･ofPhyllotretavittataFabri占ius..I.Men.

con･Agric･Eyoto一Ⅰ叩 ･･thiv:No･44,1-轡,I(1938):･OVithM･Tokn aga)

122･天保蚤葉虫の評鹿 (徳永雅弊 共著)ノ･施用動物層弊 誌,･77･･116-1.18･,･(1939) ､
128･̀黄旋蚤葉虫の生活史及び生感に関する研究,IT･-(徳永誰明と蒸着)･･昆虫,7?,208一字21･(1939)`

124･柾蝿の研究第5報,′種蝿の1寄生蜂 耳ucoelat.anebaelshiiた就いて,(熊代三郎と共著)

癖 研究･斗29'pT8106(1989) ･ ′ : ､

･25･松風あ審生蜂 Eucoela.,tdnebtalelshiiに鹿いて,i(講率要旨)(熊代三巌 共著) 昆虫,I73,
2531254/ (1939) ノ

126･苅旋蚤葉虫及びその毎年虫に就いて (徳読経明と共著)･･教育盈蜜,9,･12甲-1238,1345⊥

'1893･ (1940) ･事 / ′ '
/127･許嫁蚤菜虫の寄生虫に就いて (徳永誰明と共著)･廠用動物畢雑誌'-12,ユ57-1甲 (1940)

･128･＼キスヂノミ-ムシの産卵前期間と産卵期間′･･鷹甲動物鞘 誌,-2∴180-131;/(1940)

129･一類層線･あきつ,2･181.-152丁 (1940) ､し

･8q･-･魂 験に就牢 病蛸 雑誌･ぞ7･7-ll,･108-1W ･.(194や､
181･督虫の吏生と温海Bf･･植物及動物1,･8･T24Q-946･(19<40)
182･敦酸瓦斯は昆虫に封して毒作用あイ少や._病虫寄雑誌,28∴9-18･･

･14･936-239･(1948) ､i.ヽ

'l

138･嘩 米甲等虫と共の防除 (一位的考察)防虫科挙',5,1｢8･ (1941) 7

. 184･hp･促蚤英虫の食性に就いて (徳永独明,-門脇辞こと共著)･一麿用動物撃雑誌,73,176-176･

(1941t) ,､ ,
～A.185･苅保寅葉虫成虫の冬期に放ける耐資性(濠報)(西川磁ヨ 陀 共著)･,昆申,74,200⊥207:(チ941)/

186･Hcat●asameahsofcontrollingta.ngoumoisgrai千･nlOth･･lr･ Velocityoftheriseof

､wheattc･m･peiaturedurin女heating･f･BIQ･Ⅰ･L:F･,8,14.55-464･(1941)I r

1871Heatasameansofcontrdlling･alngOumOi苧grain･moth･ⅠⅠⅠ二Resisもancetothightcm･

Pcraturcof心 angounois_gtain二m垂 ･(2)･B:0･IIT･･F:･叫 甲 -* ･(1941)

∴ 三;98:芸慧芸 冨芝笠霊芝芸.I;､芸霊芝警霊昌勺2g表芸㌫ 6{0･:.'G f.志 郎と,'%,..,湖 動物馳l /
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